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西

脇

）｜慎
吾並

良広

年

明
治
二
十
七
年
一
月
二
十
日
新
潟
県
北
魚
沼
郡
小
千
谷
町
（
現
小
千
谷
市
）一
三
八
番
地
に
生
る
。
父
寛
蔵
、
母
キ
サ
。
順
三
郎
は
次
男
。
父
は
銀
行
家
。

明
治
四
十
四
年
三
月
県
立
小
千
谷
中
学
校
卒
業
。

明
治
四
十
五
年
九
月
慶
応
義
塾
大
学
理
財
科
予
科
入
学
。

大
正
六
年
三
月
慶
応
義
塾
大
学
理
財
科
卒
業
。
四
月
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
社
入
社
。
十
一
月
病
気
の
た
め
退
社
。

大
正
八
年
四
月
外
務
省
嘱
託
と
な
る
。

大
正
九
年
四
月
慶
応
義
塾
大
学
予
科
教
員
と
な
る
。
乙
の
頃
よ
り
「
三
田
文
学
」
に
執
筆
、
文
筆
活
動
を
始
め
る
。
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大
正
十
一
年
七
月
慶
応
義
塾
留
学
生
と
な
り
、
英
語
英
文
学
研
究
の
た
め
英
国
へ
向
う
。

大
正
十
二
年
十
月
オ
ツ
ク
ス
フ
オ
ド
大
学
ニ
ュl

・
コ
レ
ツ
ジ
入
学
。
大
学
で
は
専
ら
古
代
中
世
英
語
英
文
学
を
学
ぷ
。

大
正
十
四
年
英
文
詩
集
旬
、
R

マ
ミ
誌
を
ロ
ン
ド
ン
に
て
刊
行
。
十
一
月
帰
国
。

大
正
十
五
年
四
月
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
と
な
る
（
英
語
英
文
学
、
言
語
学
を
担
当
）

昭
和
二
年
十
二
月
日
本
最
初
の
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
詩
誌
「
複
郁
タ
ル
火
夫
ヨ
」
（
佐
藤
朔
編
集
）
を
刊
行
。
他
に
滝
口
修
造
、
上
田
保
、
二
一
浦
孝
之
助
、
中

村
喜
久
夫
、
佐
藤
朔
が
寄
稿
し
た
。

昭
和
三
年
九
月
「
詩
と
詩
論
」
（
春
山
行
夫
編
集
）
創
刊
さ
れ
、
順
三
郎
は
創
刊
号
か
ら
終
刊
ま
で
毎
号
作
品
と
エ
ッ
セ
イ
を
寄
稿
。

昭
和
四
年
「
超
現
実
主
義
詩
論
」
刊
行
。

昭
和
八
年
四
月
津
田
塾
に
出
講
。
詩
集
b
s
E
ミ
ミ
E

刊
行
。

昭
和
九
年
四
月
東
京
文
理
科
大
学
及
び
東
京
高
等
師
範
学
校
に
出
講
。



昭
和
十
七
年
十
月
慶
応
義
塾
外
国
語
学
校
初
代
校
長
に
就
任
。

昭
和
二
十
年
三
月
慶
応
義
塾
外
国
語
学
校
校
長
を
辞
す
。

昭
和
二
十
四
年
「
古
代
文
学
序
説
」
に
よ
り
文
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る
。

昭
和
二
十
六
年
二
月
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
長
に
就
任
。
慶
応
義
塾
芸
文
学
会
委
員
長
に
就
任
。

昭
和
二
十
八
年
九
月
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
長
を
辞
す
。
十
月
慶
応
義
塾
大
学
通
信
学
部
長
に
就
任
。
十
一
月T
・
s

・
エ
リ
オ
ツ
ト
「
荒
地
」
の
翻
訳
に
よ

り
慶
応
義
塾
賞
を
受
け
る
。

昭
和
二
十
九
年
一
月
日
本
学
術
会
議
会
員
（
三
期
）
に
就
任
。

昭
和
三
十
年
三
月
東
京
教
育
大
学
講
師
を
辞
す
。
四
月
日
本
女
子
大
学
へ
出
講
。
九
月
慶
応
義
塾
大
学
通
信
学
部
長
を
辞
す
。

昭
和
三
十
一
年
四
月
早
稲
田
大
学
へ
出
講
。

昭
和
三
十
四
年
三
月
現
代
詩
人
会
幹
事
長
を
辞
す
。
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昭
和
三
十
二
年
一
月
詩
集
「
第
三
の
神
話
」
に
よ
り
読
売
文
学
賞
を
受
け
る
。
日
本
学
術
会
議
会
員
（
四
期
）
と
な
る
。
四
月
現
代
詩
人
会
幹
事
長
に
就
任
。

昭
和
三
十
六
年
四
月
日
本
学
術
会
議
会
員
（
五
期
）
と
な
る
。

昭
和
三
十
七
年
二
月
日
本
芸
術
院
会
員
と
な
る
。
三
月
慶
応
義
塾
大
学
教
授
を
辞
す
。
最
終
講
義
の
演
題
は
「
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
の
背
景
と
日
本
」
四
月

慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
芸
文
学
会
委
員
長
を
辞
す
。
明
治
学
院
大
学
教
授
に
就
任
。
八
月
日
本
現
代
詩
人
会
会
長
に
就
任
。

著
作
目
録

(1) 

詩

集

的
匹
、
崎
町
マ
ミ
ミ
（
英
文
）

一
九
二
五

M
M
Sミ
師
国
ね
る
号
室
旬
（
英
文
）

一
九
三O

k
曲
ミ
～v
h
N
『
H
K
H
N
R
h
H

一
九
三
三



旅
人
か
へ
ら
ず

一
九
四
七

あ
む
ば
る
わ
り
あ

一
九
四
七

近
代
の
寓
話

一
九
五
三

あ
ん
ど
ろ
め
だ

一
九
五
五

第
三
の
神
話

一
九
五
六

西
脇
順
三
郎
詩
集

一
九
五
七

失
わ
れ
た
時

一
九
六O

豊
僕
の
女
神

一
九
六

え
て
る
に
た
す

一
九
六

西
脇
順
三
郎
全
詩
集

一
九
六
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(2) 

超
現
実
主
義
詩
百岡

詩
論
、
詩
人
論

一
九
二
九

シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
文
学
論

一
九
三O

西
洋
詩
歌
論

一
九
三O

輪
の
あ
る
世
界

一
九
三
三

純

粋

な

鷺

一
九
三
四

梨

の

女

一
九
五
五

T
－

s

・
エ
リ
オ
ツ
ト

一
九
五
六

斜
塔
の
迷
信

一
九
五
七

(3) 

文

学

論



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学

一
九
三
三

ラ
ン
グ
ラ
ン
ド

一
九
三
三

現
代
英
吉
利
文
学

一
九
三
四

英
米
思
想
史

一
九
四

調
刺
と
喜
劇

一
九
四
八

古
代
文
学
序
説

一
九
四
八

近
世
英
文
学
史

一
九
五

居
酒
屋
の
文
学
論

一
九
五
六

(4) 

翻

訳

ヂ
オ
イ
ス
詩
集

一
九
三
三
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カ
ン
タ
ベ
リ
物
語

一
九
五

荒

地

一
九
五
二

(5) 

垣
間
学

日開

古
代
英
語
文
法

一
九
三
五

口
語
と
文
語

一
九
三
六

(6) 

随

筆

メ
モ
リ
と
ヴ
イ
ジ
ョ
ン

一
九
五
六

あ
ざ
み
の
衣

一
九
六


